
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 与野西中学校 ）     学校番号 ２４６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 生徒が、希望をもって登校し、笑顔で活動し、満足して下校する学校        

          

重 点 目 標 

１ 学力の定着・向上をめざし、ICTを活用した授業の工夫・改善 
２ きめ細かな指導をとおした安全・安心で心潤う教育環境づくり 
３ 保護者や地域等との連携協力の推進 
４ 一人ひとりが力を発揮し、誰もが居心地のよい学校をつくる教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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 〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語、数学ともに全国、市平均と比べ概ね

良好な結果である。 

〇市の学習状況調査において、学びに向かう力等

の「各教科の勉強は好きですか」の質問に肯定

的な回答をした生徒の割合は、市平均と比べ国

語、社会でやや高く、数学、理科、G・S でやや

低い。 

 〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析から、国語

はすべての項目で埼玉県・全国の平均を上回っ

ているが、数学の「図形」「資料の活用」等、

論理的に考えたり傾向を読み取ったりする理解

が低い。 

〇数学、理科、G・S への関心が高まっておらず、

生徒が学習することの意義を実感できるように

すること、達成感や充実感を味わえるようにす

ることが課題である。 

・学びの自律化

に向けた情報

端末の活用、

授業改善 

 

 

 

 

 

 

 

①5 教科について、ミライシードやスタ

ディサプリを活用し、生徒一人ひと

りの取組状況や個々の課題を把握さ

せ、目標をもって学習できるように

する。 

②全国及び市の学習状況調査の最新の結

果を基に、各教科における本校の課

題を分析し、校内研修を通してより

効果的な手立てを設定し、学校全体

で生徒の学力の向上を図る。 

①市の学習状況調査において、「各教科

の勉強は好きですか」の質問に肯定的

な回答をする生徒の割合が市平均を上

回ることができたか。 

②調査の分析結果について検討する校内

研修を踏まえ、授業改善の視点、手立

てを各教科や学年ごとに設定すること

ができたか。また、数学の「図形」

「資料の活用」に関する問題について

埼玉県、全国の平均を上回ることがで

きたか。 

 

 

 

  

・学ぶ楽しさを

実 感 で き る

「与野西中版

STEAMS TIME」

の創出 

 

 

①「与野西中版 STEAMS TIME」で、数

学・理科を核とし、探究的な学びを行

う単元を創り出し実施する。 

②教員と生徒が共に学び、試行錯誤しな

がら、現代的な課題の解決を目指す

STEAMS TIME を展開する。 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて、「生徒と共に探究的な学びを

実践することができた」と回答する教

員の割合が 80％以上となったか。 

②STEAMS TIME 実施後の生徒アンケート

において、「数学や理科に対する関心

が高まった」と回答する生徒の割合が

90％以上となったか。 
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 〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行

くのが楽しい」「自分にはよいところがある」

の質問に肯定的な回答をした生徒の割合は、全

国、市平均を上回った。 

〇昨年度、施設・設備の不具合等が主な原因と考

えられる生徒のけがはなかった。が、コロナが

心配で登校を控える生徒が複数いた。 

 〈課題〉 

〇月１度の安全点検を確実に行うだけでなく、生

徒が自ら危険を予測したり回避したりする力を

はぐくむことが課題である。 

〇コロナ禍における不安など、生徒の心身に与え

る影響が大きいことから、生徒一人ひとりの心

身の状況を的確に把握し、適切に支援・相談し

ていく体制、仕組み作りが課題である。 

・生徒一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

 

 

①年３回の心と生活のアンケートの他

に、学校独自のアンケートを年 2 回

実施し、生徒の小さな変化を見逃さ

ないようにする。 

②教育相談部会や特別支援部会では、生

徒の状況を共有するとともに、適切

な支援を行えるよう学校全体で組織

として対応する。 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて「生徒指導・教育相談」「特別

支援教育」に係る項目の肯定的な回答

の割合が 90％以上となったか。 

②年 5 回のアンケートを計画的に行い、

対応が必要な案件については、その日

のうちに組織として対応することがで

きたか。 

   

  
・安全な生活の

実現に主体的

に取り組む生

徒の育成に向

けた「安全教

育」の推進 

 

 

①月１度の安全点検の集約をデータ化

し、安全点検日から業務や管理職の

確認までの時間を短縮し事故の未然

防止を図る。 

②災害発生時は、地域の防災拠点として

機能するよう、飲料水等の備蓄や施

設整備を適切に行う。 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて「保健・安全」に係る項目の肯

定的な回答の割合が 90％以上となっ

たか。 

②防災用の飲料水及び非常食を備蓄し、

災害発生時に生徒や地域に提供できる

よう準備ができたか。 
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 〈現状〉 

〇今年度、学校運営協議会 4 年目になる。学校、 

家庭、地域が、それぞれの立場で何ができる 

か熟議を重ねてきた。まずは、本校のことを 

地域に知ってもらうため年に 3 回公民館等で 

美術の作品展を実施し好評をいただいている。 

 〈課題〉 

〇今年度は、熟議の中で具体的な取組を決定し協 

働に向け大きく前進させる。研究指定を受けて 

いる「学校安全」や昨年度から見直しを図って 

いる「校則」について、学校運営協議会を有効 

に活用し方針を固めていくことが課題である。 

・目指す生徒の

姿の実現に向

け、学校、家

庭、地域で協

働する。 

 

 

 

①学校運営協議会について、学校だより

やホームページ等を活用し、目指す生

徒の姿や協働の取組について家庭、地

域と共有できるようにする。 

②学校行事等については、開催方法を工

夫し、地域の方にも参観できる機会を

作り、学校の教育活動や生徒の成長に

対する関心を高める。 

①学校のホームページをリニューアル

し、学校運営協議会等の学校の様子を

広く発信することができたか。 

②学校自己評価に係る保護者アンケート

において「保護者・地域との連携協力

の強化」に係る項目の肯定的な回答の

割合が 90％以上となったか。 

   

  

・ 「 清 ら か な

心」を育てる

取組の推進 

①学校運営協議会で策定したプランに基

づき、具体的な協働の方策を定め、学

校、家庭、地域が協働した取組を始め

る。 

①熟議で決定した具体的な協働の方策

を、学校、家庭、地域がそれぞれの立

場で取組を始めることができたか。    
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 〈現状〉 

〇新たな学びのスタイルの中心となる、情報端末 

をはじめとした ICT の活用方法について、エバ 

ンジェリストが中心となり研修を重ねてきた。 

〇教職員の ICT のスキルが二極化している。 

 〈課題〉 

〇ICT の活用について、教員間で取組の差が見ら 

れる。誰もが学び続けることができる職場環境 

づくりが求められる。 

〇今年度導入のスタディサプリの活用方法につい 

て全職員で研修を重ね、共有することが課題で

ある。 

・職員全体が学 

び合い、一人 

ひとりが力を 

発揮できる誰 

もが居心地の 

よい教育環境 

づくりの推進 

 

 

 

 

①年間 6 回の ICT に係る校内研修を実施

し、ICT の活用方法について、すべて

の教職員が学ぶ機会を作る。 

②スタディサプリの導入、授業計画の策

定、授業改善など、活用方法について

全職員で共通理解を図れる機会を作

る。 

③ICT を活用した「こういう授業がした

い」「業務をこうしたい」などの教職

員の意見を集約し、より実践的な校内

研修を行う。 

①すべての教員が「主体的・対話的で深

い学び」の実現を目指し、日常的に

ICT を活用する状況になったか。 

②学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて「校内研修」の ICT に係る項目

の肯定的な回答の割合が 90％以上と

なったか。 

③スタディサプリは 1 学期中に運用を開

始し、教員が授業改善に役立てる状態

になったか。 

 

 

 

  

 


